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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

それっぽくしゃべります 

外国語でのコミュニケーションの困

難さは、しゃべること、聞くことの

両方において存在します。我々は、

言語による発話リズムの違いを考慮

することが、外国語の正しい聞き取

りや発話において重要であると考え、

音声信号から発話リズムを抽出し、

制御する技術を考案しました。 

発話時の音声信号から発話リズムを

抽出するための非負値時空間分解法

というアルゴリズムを考案しました。

従来法（非負値行列因子分解）には

ない音声に特化した制約を考慮しな

がら、高い精度で発話リズム（時間

情報）を抽出でき、また発話リズム

を制御できることが分かりました。 

本技術は、外国語の聞き取りにおけ

る発話リズムの重要性の検証のため

に大きく貢献できると考えられます。

将来、日本語母語話者の英語の発話

リズムを変換することで、英語が英

語母語話者に伝わりやすくなり、英

語でのコミュニケーションの苦労が

軽減されるかもしれません。 
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‘Rice is often served in round bowls.’ 
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音声であることを考慮した時間情報への制約 

②隣り合う音素のみが時間情報に影響を及ぼすこと（調音結合）を考慮 

①発話リズム（時間情報）を音素単位で表現するモデルを導入 
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スペクトログラムを周波数情報と
時間情報に分解 

時間情報を入れ替えることによりそれっぽくしゃべらせる 

= 発話リズム 

EEE ΦAY =

JJJ ΦAY =

EJEJ ΦAY =→

音素に対応した時間情報 

2.79 [sec] 

英語母語話者っぽくしゃべる 
日本語母語話者 

発話リズムはネイティブ 


